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厚 真 町
地 域 お こ し
協 力 隊

温
暖
化
の
影
響
あ
り
と
思
ふ
が
に
地
球
の
変
化
将
来
は
い
か
に

浜
厚
真　

山
田 

志
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太
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恵
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を
受
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て
夏
野
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た
わ
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か
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子

着 任 平成29年４月（１年目）

出 身 地 恵庭市

目 標 馬搬による林業

起業型地域おこし協力隊

西
にし
 埜
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　将
まさ
 世
とし

さん（36歳）

短 歌 作品紹介ぼくのぼくのぼくの
わたしの

厚
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中
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小
しょう
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大
おお
垣
がき
　尊
たか
良
ら
くん（8歳

さい
）

島
しま
に浮

う
かんでいるところがきれいだと思

おも
っ

たので、島
しま
の上
うえ
のヤシの木

き
を作
つく
りました。

葉
は
っぱの形

かたち
がうまく書

か
けました。

厚
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真
ま
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田
た
中
なか
　萌
もえ
葉
は
さん（９歳

さい
）

私
わたし
の好

す
きなプリンセスのお部

へ
屋
や
を作
つく
りま

した。レンガは同
おな
じ色
いろ
が隣
とな
りにならない

ように、色
いろ
んな色

いろ
を使
つか
いました。
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避難訓練・生徒会交流

６
月
２
日
、
前
期
中
間
試
験
明
け
に
、

１
回
目
の
防
災
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。当

日
は
、
胆
振
東
部
消
防
組
合
消
防

署
厚
真
支
署
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

目
標
で
あ
っ
た
避
難
時
間
３
分
を
切

り
、
速
や
か
な
避
難
行
動
が
で
き
ま
し

た
。
避
難
行
動
後
は
、
代
表
生
徒
に
よ

る
消
火
器
実
演
を
体
験
し
、
講
師
か
ら
、

実
際
の
消
火
活
動
で
の
ポ
イ
ン
ト
や
危

険
性
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

５
月
19
日
、
生
徒
会
三
役
で
、
生
徒

会
交
流
と
し
て
苫
小
牧
東
高
校
（
以
下
、

苫
東
高
）
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
厚
高

と
苫
東
高
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
校
と
セ
ン

タ
ー
校
と
い
う
関
係
で
す
。
自
己
紹
介

か
ら
始
ま
り
、
各
校
の
行
事
予
定
を
見

比
べ
、
今
年
度
の
交
流
予
定
を
相
談
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
互
い
の
学
校
に

な
い
行
事
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
り
、

苫
東
高
の
校
舎
や
部
活
動
の
様
子
を
見

学
し
て
き
ま
し
た
。

生
徒
会
三
役
の
生
徒
に
と
っ
て
は
、

と
て
も
新
鮮
な
良
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
さ
ら
に
交
流
が
深
ま
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

生徒会交流▷

◁防災避難訓練

私たち厚南中学校１年生のクラスは、男子８人、女子
４人、合計 12人のクラスです。男子の人数は、女子の
人数に対して２倍ですが男子も女子も、互いの間に壁を
作ることなく、とても仲の良いクラスです。クラス内で
のケンカもまれにありますが、次の日には、何もなかっ
たかのようにぱっと戻ります。 
学級目標は、「たくましい学級」です。このたくましい

の５文字には、一つずつ意味があります。「た」は、楽し
く。これからチャレンジしていく上で、楽しいという気
持ちが大切。「く」は、くじけない。チャンスを逃して
もくじけずに継続。「ま」は、前向き。３Ｃ（Challenge　
Chance　Change）を心がける中で大切なこと。 「し」
は、信じ合う。ともに学級を支え合う仲間として信じ合う。
そして「い」は意見を持つ。12人がそれぞれ意見を持ち、
互いを高め合う。 
以上、学級目標をいつも意識し、学級の仲間と支え合

いながら、たくましい学級を作り上げたいと思います。 

書いてくれたのは…

　　吉
よし
岡
おか
　凜
りん
乃
の

さん

厚南中学校
1 年生

>どんな事業をする予定ですか？
馬の力を使った森づくりの仕事をしていく予定

です。主に大きな馬を使って、森で伐採した木を
運搬します。

>最近の活動について教えてください。
５月に相棒の馬がやって来て、飼育環境の整備

や馬の調教など、馬搬の準備を進めています。
まずは馬に木を引くことを覚えてもらわないと

いけません。コミュニケーションをとりながら、
早く現場で一緒に働けるように訓練中です。
馬搬の準備と並行して、馬搬の森づくりに関わ

る関わる仕事として、馬との森づくり体験活動や、
馬の林間放牧、その他伐採作業等の仕事を行って
います。

>厚真町で暮らしてみていかがですか？
　宇隆地区で馬と一緒に暮らすことのできる住宅
をお借りしました。みなさん、気にかけてくれて
ありがたいです。移住前からの知り合いもいて、
なんだか知らない土地に来た感覚ではないですね。

>町民へひとこと
馬搬は、重機が入ることのできない場所や、重

機を入れたくない場所での伐採などに活躍できる
と思います。山を所有されている方だけでなく、「薪
にする木が数本ほしい」「庭の木を伐りたい」といっ
た場合に、一般のご家庭の方もお気軽にご相談く
ださい。


